第４回　樽ケ橋エリア活性化検討委員会議事録　（要旨）
　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成２５年６月２０日（木）午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　会場：胎内市役所　２階　大会議室
出席者
　丹呉会長・伊藤委員・伊藤委員・平川委員・小野委員・羽田野委員・久保田委員・須貝委員
事務局
　丹後商工観光課長・田部商工観光参事・平山商工観光主任
１　会長（丹後副市長）あいさつ
　６月９日の樽ケ橋河川公園まつりは、天気に恵まれ、特に新潟市から来ていた人が多かったようです。今日ご出席の皆様方に協力してもらい、盛況に終わる事が出来ました。アンケートもたくさん来ていました。
今日の委員会はエリアの施設に実際に携わっている方々の話をきいて、より活性化に向けていきたいと思います。
２　会長より司会進行
（1） 樽ケ橋エリアの３施設（樽ケ橋交流センター・黒川郷土文化伝習館・櫛形山脈）の現状と課題
（2） 樽ケ橋河川公園まつりのアンケート集計結果について
各資料に基づき、事務局から説明
議　事（１）樽ケ橋エリア施設担当者との情報・意見交換会
・たるが橋観光交流センターでは、リピータを増やす為の魅力をどう作るかを重点に置いている。また、市内に向けた活性化を中心に考えていて、写真をふんだんに盛り込んだポスターを作っている最中です。それを、市内の幼稚園、小学校、中学校に配布する予定。
・来館者との交流はうまくいっている。ＰＲの為の情報が入り易くなっているし、こちらからの情報も発信しやすくなっている。
交流センターは近くに樽ケ橋遊園、伝習館、クアハウス、胎内観音があり、この恵まれた環境を活かしきれていないので、今後は連携しながら、やっていきたい。
・観光協会としての活動・交流センターの活動及び理事会や正会員のつながりがわかりづらい。活動内容の「たより」を作って、理事や正会員に伝えて行こうと思う。そして、観光協会の中の組織固めをしていきたい。また人材不足も課題である。
・黒川郷土文化伝習館の現状はコツコツ地道にやっていて、入館者は横ばい状態で、年間２，２００人位。３割は子供の体験学習で、これは定着してきた。ここ１５年で、縄文時代から現代までの色々な資料は集まっている。伝習館の横の体験館にて調理体験メニューがあり、手軽でおもしろいと言われている。縄文時代の料理を体験する、というのがあり、こういったものを広めていきたい。課題としては、入り口の電気が暗い、黒い屋根の資料館は重い感じがする。色々な寄贈資料があり、市内からの個人的な寄贈もあり、これが多く並んで、収蔵庫と、展示室が一緒になっているような形なので、もっとゆったりした方が良いのでは、と言われている。樽ケ橋エリアの歴史・文化の拠点として頑張りたい。
・櫛形山脈は日本一小さな山脈という事で、最近の登山ブームも重なり、中高年だけでなく、今年は市内の中学校の生徒が縦走したり、山形県の庄内からもバスで来られた。現在の登山数は５，０００人～１０，０００人位で、約６割が大峰山系に入っている。胎内市側は、ふもとの地域の方との連携した整備やアピールが大峰山系に比べ少し劣っている。樽ケ橋コースに下りてくるのは、１割未満。樽が橋コースは花も奇麗で、鳥坂山地域の独特の草花が奇麗なコースなのでもっとアピールした方がいいのではと思う。櫛形山脈と胎内側をはさんだ蔵王山系（荒川の人は高坪山系という）を、樽ケ橋と一本化させたコースがあれば、シンクルトン記念館やフルーツパークのぶどう園と連携させた形になるので良いのではと思う。
・村上市（旧荒川町）の人が、荒川から縦走して高坪まで来るというコースを開拓した。胎内側から高坪に登って行くコースはこちら側にはない。
　そこをつなげれば、向こうから大勢登ってくる人を樽ケ橋にも呼びこめる。胎内側から高坪の方、蔵王権現に向かっていくコースには黒川城址という歴史的なものも残っているので、開拓すれば非常に魅力的なコースになると思う。また、樽ケ橋のコースが今一本しかないので、昔あった馬頭観音からのコースや、今工事の為に通行禁止になっている黒中コースなどをもう一度見直して、周回出来るようにすればより良くなる。コース設定を考えることにより、多いに活性化出来るのではないかと思う。
・藤の花も羽越水害で少なくなってしまったが、藤の名所という事で、樽ケ橋エリアは発生地点だ。樽ケ橋エリアは自然を大切にして、開拓していけたらと思う。何回もイベントをやり、問題点を見つけて色々なアイデアを出し、動物を増やしたり、樹木を植えたりして、色々なものをマッチして開発してもらいたい。
・観光協会とたるが橋観光交流センターの運営方法が解りづらい。観光課なの
か、観光交流センターが独自で運営しているのか？
・建物は市の建物であのエリア全体が道の駅という考え方をしている。観光協会に建物の管理をお願いすると同時にそこを事務所として使って頂いて、イベントの企画なりをお願いしている。
・観光交流センターの関係で、観光協会の活性化プランに対する期待は大きい。臨時の方が窓口というのはどうかと思う処もあり、全部というわけにはいかないだろうが、正規の職員を配置出来るようにしてもらいたいと感じている。
・樽ケ橋は胎内市のへそだと思う。開発の可能性は高いと思うので、その辺のメニューを市の財政の中だけで考えるのではなく、県に胎内市が住民の思いをどれだけ伝えることができるのかが、重要なポイントだと思う。
・取り入れるものは取り入れて行きたい。河川公園の芝は県にお願いして張り替え、整備をしたものです。
・伝習館の関係で、イベントに来た人は伝習館には関心がない感じがしますし、展示がごちゃごちゃしているのですっきりできないか。
・シンクルトン記念館ができた時に石油関係を移し、その場所に大きい水力発電の資料を入れたもので、狭くなってしまったので少し工夫をしたいと思う。
・今回の話の中で蔵王山系との連携を考えて頂いて大変良いと思うが、応援体制が大峰周辺と比べて弱いというのが課題だと思う。現状では地元の了解が取れていない。縦走コースを歩いても見晴らしの良い所は限られている。もっとポイントで見晴らしがよく出来ないものか。ガイドなしでもわかる案内板が欲しいと思う。色々改善するところがある。今後どうしたらよいか考える必要があると思う。
・営林署との関係もあり、難しい所もありますが、協議をして、必要の所に看板を立てたりビュ―ポイントの確保に努めていきたい。
・県としても、櫛形山脈は日本一小さな山脈という事を観光の目玉となるように全国にＰＲして協力していきたいと思います。県としては専門家に委託して調査をし、危険な場所の把握、迷いやすいところはどこか、ここはコースの案内が必要だとか、階段が必要だと調査したい。県が主体となって全部やれるわけではありませんので、地域の方、市にバックアップという形でお願いしたい。営林署との調整、調査と一緒に検討委員会という形で考えている。
・看板を立てることが本当にいい事なのかどうか、看板を立てることにより地域住民に問合せをすることが無くなり、観光客の触れあいの場を奪う事にならないか、自然が破壊されないか十分に検討すべき問題だ。
議　事（２）樽ケ橋河川公園まつりのアンケート集計結果について
・４月から実施しているエリアのアンケート調査を、６月９日（日）の樽ケ橋河川公園まつりの来場者の皆様にご記入いただきました、来場者の約１割に当たる４４０人の方が答えてくれ、新潟市から来た方が多く、もう一度来たいかどうかに、「はい」の解答が多かった。
・樽ケ橋エリアのアンケートは、樽ケ橋の各施設に置いており、集計をし１１月までを目途に集計する予定です。
